
　 

　

支店名 口座種別

△△支店 普・定

同上 普・定

同上 普・定

本店 普・定

普・定

普・定

　

　

　

　

　　　

　

    　　（口座種別に「普」とあるのは普通預貯金，「定」とあるのは定期・定額預貯金，積立預貯金を指します。）

富山太郎

同上

同上 ××××××

Ｈ○○・○○・○○

×××××× 1,000,000　円 Ｈ○○・○○・○○

2,000,000　円 Ｈ○○・○○・○○

○○銀行 ×××××× 1,119,018　円 Ｈ○○・○○・○○

開始事件 事件番号平成○○年（家）第○○○○号   【 被補助人（本人）氏名： 富山花子　】

   記　載　例           財 産 目 録

平成○○年○○月○○日 作成者氏名 　　富　山　太　郎　　  印

□　前回報告から変わりありません。　　　□　本人の財産の内容は別紙のとおりです。

・ 　・円

円 ・ 　・

現　金 8,500　円

同上

□□信金 ×××××× 230,000　円

　　１を除く各項目は，必ずどちらか一方の □ にレ点を入れてください。
　　財産の内容（別紙に記載がある事項）に少しでも変化があった場合は，右の □ にレ点を入れてください。
　　この場合は，前回までに報告したものも含め，改めて現在の財産の内容を別紙にお書きください。

１　預貯金・現金

金融機関の名称 口座番号 残高（円） 最終記帳日 管理者

同上

□　前回報告から変わりありません。　　　□　本人の財産の内容は別紙のとおりです。

５　負債

□　前回報告から変わりありません。　　　□　本人の財産の内容は別紙のとおりです。

合　計 4,357,518　円

２　不動産（土地） 　

４　保険契約（本人が契約者又は受取人になっているもの）

□　前回報告から変わりありません。　　　□　本人の財産の内容は別紙のとおりです。

６　その他（投資信託，株式，国債，社債，手形，小切手，貸金債権など）

３　不動産（建物）

□　前回報告から変わりありません。　　　□　本人の財産の内容は別紙のとおりです。

同上

    　本人の財産の内容は以下のとおりです。

※　この用紙に書ききれない場合は，用紙をコピーして使用してください。



 

　

　　　

【 別紙 】

２　不動産（土地） 　

所　在 地　番 地　目 地積（㎡） (根)抵当権の有無

富山市○○○ ８９０番１ 田 ４５６７㎡ 無

富山市○○○ １２番３ 宅地 ３２１．０９㎡ 無

　 　

　 　

富山市○○○　１２番地３ １２番３ 居宅
１階　５５．２３㎡
２階　５４．７１㎡

無

３　不動産（建物）

所　在 家屋番号 種　類 床面積(㎡) (根)抵当権の有無

　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

４　保険契約（本人が契約者又は受取人になっているもの）

保険会社の名称 保険の種類 証書番号 保険金額（受取額）（円）

　 　 　 　

受取人

○○生命 終身保険 ×××× ３０００万円 法定相続人

　 　 　 　 　

　 　 　 　

５　負債

債権者名（支払先） 負債の内容 残額（円） 返済月額（円）

６　その他（投資信託，株式，国債，社債，手形，小切手，貸金債権など）

種　類 銘柄，振出人等 数量（口数，株数，額面金額等）

　 　 　 　

合　計 　

※　この用紙に書ききれない場合は，用紙をコピーして使用してください。

　 　 　

　 　 　

国　債 利付国債（２年）第○○○回 １００万円

　 　 　


